










































研究成果（進捗概要）

4) 熱エネルギー面的利用ネットワークへの接続モデル構築 （全機関）

22

今後の課題 ・超高効率太陽光集熱デバイスの応用可能性の探索、面的利用モデルの検討

・実地適用ポテンシャルユーザーへのアピール

太陽熱 「100～300℃」 の活用可能性

熱媒体 応用展開 温度帯 概要

高温
水蒸気

二重/三重効用 吸収式冷凍機 300℃ 冷凍機の変換効率向上に高温化が有効

産業熱利用 (加熱、殺菌、乾燥) 200℃ 欧州では集光型→新規真空管式で達成

地熱発電のサポート 300℃ 300℃を達成できれば地熱蒸気と同等に

ゼオライトボイラー 200℃ ゼオライトの再生に高温化が必要

グリーン水素生成 300℃ 高温ほどグリーン水素生成への寄与度up

高温
流体

熱音響 冷却装置 300℃ 温度勾配が大きいほど音波エネルギーが増幅

帯水層蓄熱による地域熱供給 100℃ 高温集熱器＋高速流体で大きな熱量確保

ソーラーポンドによる地域熱供給 100℃ 高温集熱器＋高速流体で大きな熱量確保

ケミカルヒートポンプ 200℃ 化学蓄熱材の再生に高温化が有効

DACの脱着熱源 200℃ DAC技術のCO2脱着に高温化が有効

海水淡水化 ⇒ 2H, 3H回収 100℃？ 核融合発電の原料確保に再エネ利用




